

































































































生徒 ルーツ 学年 性別 渡日時編入先 在日年数 排斥経験 学校
a 中国 3 女 小学校 8年 なし A校
b 中国 3 女 小学校 7年 あり A校
c 中国 3 女 小学校 9年 なし A校
d 中国 2 女 中学校 1年10ヶ月 あり B校
e 中国 3 男 中学校 5年 なし B校
f 中国 3 男 小学校 6年 なし B校
g 中国 1 男 小学校 4年 あり B校
h 韓国 1 男 中学校 3年 なし B校
i 中国 2 女 中学校 3年半 あり C校
j 中国 2 女 中学校 7年 あり C校
k 中国 3 女 小学校 8年半 あり C校
l 中国 3 女 中学校 5年 あり C校
m 中国 1 男 小学校 4年 なし C校
n 中国 1 男 中学校 1年半 あり C校
o 中国 1 男 中学校 1年半 なし C校
p ブラジル 2 男 小学校 5年 あり C校
q ヴェトナム 2 男 中学校 2年 あり C校
r ヴェトナム 1 男 中学校 3年 あり C校
s フィリピン 2 女 中学校 4年 なし C校
t ペルー 2 男 小学校 3年 あり C校
u 韓国 1 男 小学校 5年 あり C校
v 中国 2 男 中学校 3年 なし D校
w ヴェトナム 1 女 中学校 3年 なし D校
x 中国 2 女 小学校 6年 なし D校







が質問された。 1 回のインタビューはおよそ30分から 1 時間程度で行われた。インタビューの内容は学校側
と生徒の了承を得てICレコーダーで録音され、後にトランスクリプト化された。
　もうひとつのデータは、上述のインタビューの際に同時に行ったネットワーク図調査の結果である。この
調査では、シール 1 枚をヒト 1 人にみたてて、「ふだんからよく話をする人」をあらわすシールを図 1 のよ
うなチャート図に貼り、人間関係のマップを生徒に作図してもらった（1）。図は、横軸に学校内／学校外、縦
軸に外国人／日本人をわける線が引かれ、「学校内の外国人」「学校内の日本人」「学校外の外国人」「学校外






















友人関係　　 288 11.5 
対外国人関係 184 7.4 
-学校内 147 5.9 
-学校外 37 1.5 
対日本人関係 104 4.2 
-学校内 62 2.5 























































　 友人 対外国人 対日本人
　 -学校内 -学校外 -学校内 -学校外
排斥あり(n=14) 8.9 5.9 4.6 1.2 3.1 1.8 1.3 
排斥なし(n=11) 14.8 9.3 7.5 1.8 5.5 3.4 2.2 














































18 v 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
17 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
16 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
15 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s 　 　 　 　
14 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
13 　 　 　 　 j 　 　 　 f 　 　 　 e 　 　 r
12 　 　 　 　 　 　 　 c 　 　 　 　 　 　 　 　
11 　 　 　 　 　 u 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
10 　 　 　 x 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
9 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
8 n 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
7 　 y 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 m 　 　 　
6 　 　 　 　 　 　 t 　 　 　 　 　 　 　 　 　
5 　 　 w 　 　 　 o p 　 　 　 　 　 　 　 　
4 　 d k 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
3 a、 i 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
2
b、
 l、 q 　 g 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　
1 h 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
0 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　












が 5 以下かつ対日本人関係が 2 以下の者をｆグループに、対外国人関係が 9 以上かつ対日本人関係が 6 以上
の者をＦグループとすることにしたい（表の中の薄い灰色の範囲）。よって、ｆグループには生徒a、b、 d、 g、 





























































































































































































































































Friendship-related Issues of Newcomer Students:
Focusing on Experiences in Japanese Elementary 
and Junior High Schools
HIGA Yasunori
　In this paper, I examined various issues concerning newcomer high school students’ 
friendship with others in Japanese elementary and junior high schools. Recent studies indicated 
that the boundary between Japanese and foreigners can operate on suppression or resource for 
newcomer students. Thus, I focus on newcomer student’s experiences centering on the 
boundary between Japanese and foreigners in Japanese elementary and junior high schools. I 
address this by means of network maps and interviews. High school students who sat for a 
special entrance examination in Osaka prefecture are considered as examples.
　In conclusion, newcomer students are friendlier with foreigners than Japanese. Further, the 
experiences of expulsion relate to fewer friendships, irrespective of the friendships being with 
Japanese or foreigners. Expulsion due to lack of Japanese skills may form a posture to take the 
distance from the friendship. This calls for intervention in the relations of newcomer children 
with others by a class unit.
